
令和４年度全日本少年少女武道（柔道）錬成大会要項

１．趣　　旨　　�全国の小学生を対象に基本錬成を主眼とし、柔道の正しい普及並びに心身の錬磨と相互の親睦を図

り、我が国の将来を担う青少年の健全なる育成に資する。

２．主　　催　　公益財団法人日本武道館・公益財団法人全日本柔道連盟

３．後援（予定）　　スポーツ庁・日本武道協議会・公益財団法人東京都柔道連盟

４．主　　管　　東京都柔道道場連盟

５．期　　日　　令和 4年 7月31日（日）午前 9時開会・午後 5時閉会（予定）

６．場　　所　　日本武道館　東京都千代田区北の丸公園 2 ‒ 3

７．実施内容　　基本錬成　※今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から試合錬成は行いません。

　　　　　　　　礼法（立礼・座礼）、模範演武、準備運動、受身、指導稽古。

　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染状況により内容を変更する場合がある。

８．参加資格

　⑴　参加する選手は健康上支障ないと認められた小学 4〜 6年生であること。

　　　男女は問わないが、基本的な技術（受身など）を習得している者に限る。

　⑵　団体の監督は（公財）全日本柔道連盟指導者資格C指導員以上のものであること。

　⑶　参加者は左胸の下に主催者が用意したステッカー（縦 8.5cm×横 10cm）を貼ること。

　⑷　本大会に出場するために臨時に編成された団体は認めない。

　⑸　皮膚真菌症（トンズランス感染症）について、発症の有無を各所属の責任において必ず確認すること。感染が

疑わしい、もしくは、感染が判明した選手については、すみやかに医療機関で治療を行うこと。もし、選手に

皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場ができない場合がある。

　⑹　脳震盪（のうしんとう）の対応について、選手および監督は下記事項を遵守すること。

　　ア　�大会前１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。

　　イ　�大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする（なお、至急、専門医〔脳

神経外科〕の精査を受けること）。

　　ウ　�練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。

　　エ　�当該選手の指導者は大会事務局および（公財）全日本柔道連盟に対し、書面により事故報告書を提出すること。

９．参加方法

　⑴　申込方法

　　　別紙申込用紙に所定事項を記入の上、インターネットまたは郵送のどちらかで申し込むこと（併用厳禁）。

　　　≪インターネットの場合≫

　　　　詳細は、別紙インターネット参加申込受付案内を参照のこと。

　　　≪郵送の場合≫

　　　　申込先　　〒 102-8321　東京都千代田区北の丸公園 2-3　日本武道館振興課 柔道係 宛

　⑵　参加費

　　　基本錬成……1人　500円

　　　同封の銀行振込依頼書で申込締切期日までに振り込むこと。なお、一旦納入された参加費は一切返金しない。

　　　参加者 1名につきプログラム 1冊、参加章 1個を贈る。

　⑶　振込先　　　三菱UFJ 銀行　神田支店　普通３８１７４５９　公
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　⑷　申込締切　　令和 4年 6月 3日（金）必着

　⑸　申込取消及び登録監督・選手の変更

　　　�申込後の参加取消、登録監督・選手を変更する場合は、プログラム掲載締切の都合上、6月24日（金）までに

別紙変更届にて、前記住所日本武道館柔道監督・選手変更係宛に送付すること。

　⑹　参加服装

　　　選手及び監督は柔道衣（白）着用、上履きを持参のこと（怪我及び感染症防止のため）。

　　　　※�柔道衣（白）を着用していない者は大道場には入れない。男性は柔道衣の下にアンダーウェアを着用する

ことは認めない。

　⑺　ゼッケン

　　　�参加者は背中に、原則として縦20〜25㎝×横30〜35㎝程度の大きさの、男子は白地に黒文字で、女子は白地に

朱文字で、それぞれ所属の団体名と個人名を記入したゼッケンをつけること。ゼッケンのない選手は参加を認

めない。

10．集合場所及び受付時間

午前の部、午後の部で受付時間が異なるので、7月中旬に参加する団体に送付する「大会参加実施要項」を確認

すること。

11．表　　彰

令和元年度優秀賞のチームに日本武道館よりレプリカを授与する。

12．感染症対策

別紙、新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインを必ず一読のこと。

13．安全対策

安全管理には万全を期すが、大会中万一事故が発生した場合は、医師または看護師により応急処置を施す。病院

等で診療を受けた場合は、主催者が保険の範囲内で初診料を負担する。健康保険証（コピー可）を持参のこと。

なお、日本武道館では武道大会傷害保険に加入している。

14．注意事項

出場選手の学年詐称については団体失格とし、以後出場停止処分とする。

〔問い合わせ先〕（公財）日本武道館振興課　TEL 03-3216-5134　FAX 03-3216-5117

　　　　　　　 全柔連登録については、（公財）全日本柔道連盟　TEL 03-3818-4199

　　　　　　　 （土・日・祝日を除く、午前10時〜正午・午後１時～午後 5時）

以上


